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（会議次第及び主な発言）

１ 開会

２ あいさつ

３ 統括コーディネーターの紹介

４ 協議

（１）今年度の取組内容及び反省について

（２）保護者・中学校教師のアンケート結果について

※事務局が資料をもとに説明

まずは、今年度の取組内容及び反省について、ご意見いただきたいと思いま

す。今回、サッカーをモデルとして試行的に地域移行に取り組みましたが、統括

コーディネーターとしてどのような調整を行ったのでしょうか。

東御市サッカー協会では、現在、小学生のクラブチームを運営していますが、

中学生が所属できる部門はなく、以前から、子どもたちが中学生になっても安心

してサッカーを行える環境を市内で整えてきたいと考えておりました。そのた

め、今回、先行モデルとしてサッカーを選定しました。

地域移行にあたり、指導者の確保、練習場所や内容の検討、中体連主催大会へ

の出場資格の確認、学校・教育委員会との協議、生徒・保護者への説明など、多

岐にわたる調整を行ってきました。

その中で、特に、中学生をお預かりしていくために、クラブチームとして、独

自の規約を作成しました。その規約では、体罰や暴言などの社会のルールに反す

る指導は行わないということはもちろん、サッカーを通じて心身ともに人間性

豊かな子どもの育成を行うことも定めるなど、中学生が安心して活動できるよ

う、準備をしていきました。

また、選手ファーストの精神のもと、選手が望む活動に近づけていけるよう地

域クラブや保護者、学校、市教育委員会などで協力しながら、移行を進めていき

ました。

ありがとうございます。これを踏まえましてご質問はありますか。

今回、完全に部活動を廃止するのではなく、生徒の中には、引き続き、部活動

を継続する方もいらっしゃると聞きました。なぜ、そのようなかたちになったの

でしょうか。
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サッカー部は、秋の新人戦で他校と合同チームを組んでおり、互いの生徒同士

で強い結びつきができていました。地域移行にあたっては、選手の気持ちを第一

に進めていくことが最も重要であると考えていたため、いきなり全てを移行さ

せるのではなく、引き続き、他校との合同チームで試合に出場したいという生徒

の想いも尊重した結果、クラブチームに移行する生徒と部活動に残る生徒がで

るようなかたちになりました。クラブチームに行くか、部活動に残るかは生徒に

選択してもらいましたが、選択しもらう際には、「クラブチームに移行したらこ

うなる」、「部活動に残ったらこうなる」というように、いくつかのシミュレーシ

ョンを示しながら、保護者を交えて説明会を行うとともに、部活動顧問が部員１

人ひとりと面談を行うなど、丁寧に説明を行ってきました。結果的には、新３年

生は、部活動に残留、新２年生はクラブチームに移行となりました。今後、サッ

カー部は、新１年生の募集は行いますが、その次の世代からは募集を行わない予

定です。このことについては、現小学６年生の児童・保護者の方に対し、説明会

の機会を設けたりしましたが、残念ながら、小学校６年生の児童・保護者の方の

参加はありませんでした。そのため、入学したらすぐにサッカー部の今後のスケ

ジュールについて、説明していきたいと考えています。

ありがとうございます。オブザーバーいかがだったでしょうか。

大変よくわかりました。移行期であるからこその対応だったのではないかと

感じました。

他にございますか。

今日は、小中学校ＰＴＡ代表の方もお越しいただいています。せっかくの機会

ですので、忌憚のないご意見をいただければと思います。

アンケートの自由意見についてです。送迎に関することですが、回答では「送

迎は、原則、保護者の方でお願いします。」と記載されています。特に平日は、

仕事をしていますので、迎えは可能であっても、送りは難しいという場合がある

と思いますが、いかがでしょうか。

市では、まず、令和８年度末までに休日の移行を目指しているところです。現

在の休日の学校部活動では、徒歩や自転車を利用している生徒もいらっしゃい

ますが、多くの生徒の移動手段は、保護者の方による送迎だと聞いています。そ

のため、休日の移行については、現在の部活動と変わらず、原則、保護者の方の

送迎でと考えております。
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他にございますか。

先ほどの、送迎の件についてです。ゆくゆくは、平日移行が始まると、これま

での部活動とは異なり、指導者も仕事をしているため、活動時間を夜の時間帯に

設定せざるを得ない状況です。そうなると、保護者の方の送迎が必要になってし

まいますので、大きな負担となります。そのため、企業の方々にもご理解いただ

きながら、なるべく活動時間を早く始められるようにしていくようにしていく

ことも大切だと考えます。

先日、子どもたちが「将来的には、部活動ではなく地域クラブに入ることにな

るらしいよ」ということを言っていました。当事者である児童・生徒が、自ら地

域移行について考え始めていて、非常に良かったなと思いました。これも、児

童・生徒用のリーフレットを配布していただいたからだと思っていますし、引き

続き、児童・生徒に対しての周知・啓発を行っていただければと思っています。

今回のサッカーの事例を参考に、今後、他の種目についても移行が進んでいく

ものだと考えています。そんな時、自分の子どもがやりたい種目が、現状どのよ

うな状況なのかを知れると安心できると思っています。そのため、他の種目の進

捗状況についても何らかのかたちでわかるようお示しいただけるとありがたい

です。

サッカーや他の運動部の移行は、着々と進んでいるということは理解しまし

たが、吹奏楽を始めとする文化部については、移行の話はでてきているのでしょ

うか。

文化部については、現状、調整に入れてない状況です。特に吹奏楽については、

楽器などの備品の問題、場所の問題、指導者の問題など課題が山積している状況

です。先日、県の会議において、他の市町村も大きな課題を感じていると話がで

ました。そのため、他の県や他市町村とも連携しながら、こうした問題を解決し

ていきたいと考えています。

他にありますか。

次に、アンケート結果について、ご意見ございますか。

先生方のアンケートですが、回答者は 28名とありますが、母数はどれくらい
ですか。

今回の対象は、①現に部活動の顧問をしている人、②今後顧問になり得る人で
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す。現状の部活動数が東部中学校、北御牧中学校が 25個ありますので、母数に
ついても、回答数と同数程度です。

他にございますか。

それでは、「（３）部活動地域移行検討会の組織改正について」事務局から説明

します。

※事務局が資料をもとに説明

現在、スポーツ庁のホームページを見ると地域移行という名称が「地域展開」

に見直させるという資料があがっています。そのため、本会の名称も「地域展開」

に修正していく必要があるのではないでしょうか。

ありがとうございます。たしかに、スポーツ庁の資料では、名称変更も示唆さ

れています。そのため、国や県から正式に発表されましたら、対応していきたい

と考えています。

地域移行を進めていくためには、企業の皆さんの協力も必要不可欠であると

考えています。そのため、東御市商工会の会長などもメンバーを加えていくこと

も検討してください。

ありがとうございます。いただいたご意見を踏まえ、検討します。

他にございますか。

それでは、「５ 意見交換」です。

全体を通してなにかご意見がある方はいらっしゃいますか。

なし

６ その他

７ 閉会


